
 

 

 

  

 

桜の季節から新緑の季節へ。令和８年度がスタートして、もうすぐ１ヵ月が過ぎようとしています。新しい学

年でのお子さんの様子はいかがでしょうか？ 

元気よく笑顔で登校できる子、まだまだ不安いっぱいな子、いろいろな気持ちを抱きながら新しい生活に慣

れていこうとしていることと思います。その子が持つ「きらりと光る良さ」を伸ばし、「苦手なこと」への負担を減

らすための工夫を一緒に考えていきながら、学校全体で子ども達の成長をサポートしていけるよう、今年度も

全職員一丸となって取り組んでまいります。 

お子さんのことで「おや？」と思うことや、お家での困りごとがあれば、担任もしくは特別支援コーディネーター

へ遠慮なくご相談ください。学校と家庭が連携し、よりよい支援を考え、繋いでいければと思います。どうぞ、よ

ろしくお願いします。 

 

 

 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年５月１日（金） 

発行：南城市立佐敷小学校 

TEL：０９８－９４７－６２１２ 

校長：前川 真哉 

担当：特別支援教育コーディネーター（古門） 

特別支援教育だより 

～佐敷小学校の特別支援教育の取り組みについて～ 

 自立支援室  

今年度も、自立支援室が開室されました。不

登校児童や教室に入れない児童に対し、登校支

援や学習支援などを行い、子ども達の自立支援

を促します。安心して学べる場が増え、子ども達

の笑顔がますます広がることを願って支援しま

す。  

【担任または教育相談担当まで】     

スクールカウンセラー：松川牧子 

昨年度に引き続きスクールカウンセラーが配

置されます。週に１回程度の来校となりますが、

子ども達のみならず保護者の相談にも専門的な

立場からお話を伺い、一緒に考えていきます。

「学校に行きたがらない」「気持ちが不安定」

「学習について困っている」「体や行動の変化」

等、気になることがあれば相談してください。な

お、相談内容に関しては、秘密厳守で行います

ので、安心して相談できます。 

【毎週（木）の午前中】 

校内支援委員会（毎月１回）、スクリーニング会議（年２回） 

毎月校内支援委員会を開き、各学年の児童の様子について話し合い、学習や生活、行動、気持ちの面で

支援が必要な児童に対して、どのようなサポートができるかを検討しています。年二回行う「スクリーニング会

議」でも同様に、児童一人一人の状況を把握し、必要な支援について話し合います。これらの会議には養護

教諭や特別支援コーディネーターだけでなく、市教育委員会や子育て支援課など様々な立場の職員が参加

し、児童に合った学び方や環境づくり、そして先生方との連携についても話し合いを行っています。 

 



 

 

 

 

 

                                                                                   

                                      

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                             

 

 

 

SSE（知的）（情緒）（言語）学級 

特別支援学級（SSE）は、児童の発達や特性に 

合わせた専門的な学びを支援する教室です。 

集団での学びと個別の学びを組み合わせながら、 

児童一人ひとりの発達段階や特性をしっかりと把握し、 

その子に合った学習内容や方法を工夫して日々の授業を進めています。 

子ども達一人一ひとりが、社会で自立し、社会に参加しながら豊かな生活を営むことができるように支援を

行っていきます。                           

★【問い合わせ先：担任または特別支援コーディネーター】★ 

 

 

 

 

佐敷小学校では、特別支援教育の

頭文字を取り、【ＳＳＥ】の名称

にしています。 

Special  Support  Education 

特別    支援    教育 

★通常の学級に在籍しながら必要に応じて支援を受ける場★ 

特別支援教育支援員  

子ども達が安心して学校生活を送れるよう学

習や生活面で支援を行っています。授業に参加

する際のサポートや身の回りの整理整頓を手伝

ったり、気持ちの切り替えが難しい時の支援を行

ったりします。また特別な配慮が必要な子ども達

への支援も行っています。現在、学校には３名の

支援員が配置されています。 

  

通級指導教室  

 通級教室（通称：チャレンジ教室）は、通常の学級に

在籍しながら、子ども達が苦手としていることをサポ

ートする教室です。通う曜日や時間は児童によって決

まっています。学習に集中できるように心を落ち着か

せたり、話したり聞いたリする力を伸ばし、友達との人

間関係をうまく築くことで、よりよい学校生活を送れ 

るよう支援します。       

 

スクールソーシャルワーカ―（SSW）：宮城勝枝 

スクールソーシャルワーカー（SSW）は、お子さんが安

心して生活できるよう、「環境」を整える福祉の専門家で

す。家庭・学校・地域を「つなぐ」役割を担います。経済的

な悩みや不登校、福祉サービスの活用など、学校内だけ

では解決が難しい困りごとに対し、支援機関を紹介した

り調整したりします。 

【毎週（月）の午前中】 

 

市教育相談員：山内庸子 

市の教育相談員は、登校しぶりや発達、

友人関係など「教育全般の悩み」に寄り

添う専門家です。保護者とお子さんの話を

丁寧に伺い、学校と連携しながら解決策を

一緒に考えていきます。 

【毎週（水）の午前中】 

他の誰かと比べるのではなく、その子自身の「昨日からの成長」を大切

に、支援していきたいと思います。不安なこと、迷うことがありましたら、

いつでもお声がけください。1 年間よろしくお願いします。 

★専門的な指導を行うための場★ 


